
LION紙折機 導⼊事例 ⼩売・卸業

株式会社OIMセンター 様
（卸売業）

取引先に向けた伝票等の
郵送物発送の際に活⽤
ご導⼊機種： LF-S650

会社紹介
株式会社OIMセンターは、⼤⼿出版社を始めとする約400社と取引を⾏い、書店で売れ残った出版物を⼊荷し、再⽣紙の原料とし
ています。独⾃の技術とノウハウで安、全かつ確実に売れ残った出版物を資源化し、社会に貢献しています。

導⼊の経緯・機種選定のポイント

紙折機を⻑年使っていました。買い換えを検討す
るにあたって、今までトラブルが少なかった点な
ども考慮し、引き続きライオン事務器の紙折機を
使⽤することにしました。

主なご⽤途

導⼊の効果 

①液晶タッチパネルで操作が簡単
変形折りも複数のパターンがありますが、機械に登録することで簡単に操作でき、窓付き封筒へピッタリ折ることができる
ので助かっています。
②重送検知機能付き
万が⼀、重送が発⽣した場合でも機械が停⽌するので誤封⼊が未然に防げ、安⼼して使えます。
③メンテナンスが簡単
消耗品や折りローラーが⼯具不要で取外しができ、メンテナンスが簡単に⾏えます。

全⾃動（ストッパータイプ）

この事例で使った機種は… 

LF-S650
定形⽤紙サイズ⾃動検知の
らくらくオートタイプ 

●タッチパネル重送検知 
●速度調整静⾳モード 
●楽々メンテ折りローラー脱着

「LF-S651」の詳細
※LF-S651は、LF-S650の後継機種です。




